
























































下，被験者 A）の年齢は 21 歳，身体特徴は身長 1.70 m，




ある被験者（以下，被験者 B）の年齢は 33 歳，身体



















球ボール（新型 A号，ダイワマルエス社製，直径 72 

































た映像の対応する分析点（身体 21 点，ボール 1点の
合計 22 点）を 210 Hzでデジタイズし，3 次元 DLT
法を用いて静止座標系における分析点の 3次元座標値
を算出した．座標較正による算出値の平均誤差は，X
軸方向が 0.007 m，Y軸方向が 0.011 m，Z軸方向が
0.007 mであった．算出された分析点の 3次元座標値
を 4次の Butterworth low-pass filterを用いて，残
差分析法（Winter，2005）により分析点ごとに決定
した最適遮断周波数（X座標 9.7 から 22.9 Hz，Y座















































































1． SFCから REL までの各区間の時間，REL でのボー
ル速度，踏み出し幅および身体重心速度
表 1に示したとおり，SFCから RELまでの時間は，
被験者 Aが 233 ms，被験者 Bが 314 ms，MERから
RELまでの時間は，被験者 Aが 38 ms，被験者 Bが
43 msであった．RELでのボール速度は，被験者 A
が 27.7 m/s，被験者 Bが 22.9 m/sであった．健常な
大学生投手が全力投球した場合，Feltner and 
Dapena（1986）は，RELでのボール速度を 33.5 m/s，
SFC から REL までの時間を 183 ms，MER から
RELまでの時間を 32 ms，宮西ほか（1997）は，ボー
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ms，MERから RELまでの時間を 40 msと報告して

















のときの踏み出し幅は身長の 82.3％（Elliott et al., 
1985，1986），35.3 m/sのときの踏み出し幅は身長の
86.0％（大室ほか，2013）と報告されている．これに
対して，被験者 Aの踏み出し幅は 1.11 m（身長の
65.4％）と小さく，被験者 Bにいたっては 0.62 m（身
長の 37.2％）と著しく小さかった．また近年の研究で
は，国内トップレベルの大学生投手が全力投球した際
の RELでのボール速度は 38.3 m/s，SFCでの身体重
心速度は 3.12 m/sであったと報告されている（山田
ほか，2014）．本研究では，SFCでの身体重心速度は
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図 5．被験者A（a-c）および被験者B（d-f）の SFCから REL までの関節角速度の変化
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作が開始する -200 msまで，-200 ms以降MERまで
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